
第２回牧之原市学校再編計画策定委員会 次第 

                    

 

             日時：令和元年 12 月４日（水）午後１時 30 分～ 

             場所：菅山小学校、相良中学校、相良庁舎３階会議室 

 

※ 学校視察後会議開催 

 

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ                      

 

３ 情報提供 

市の現状について（事務局から）               

 

４ 議  事                         

  学校視察及び情報提供を受けての意見交換 

 

５ 連絡事項                         

 

６ 閉  会 

 

 

担 当：牧之原市教育文化部教育総務課 

電 話：０５４８－５３－２６４２ 

ＦＡＸ：０５４８－５３－２６５７ 

E-mail：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp 
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■　令和元年５月基準　小学校在籍児童数と学級数 （人）

学校名 項目 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 （内数：特支学級）

児童数 91 75 86 85 90 97 524 10

学級数 3 3 3 3 3 3 18 2

児童数 30 19 29 23 30 21 152 5

学級数 1 1 1 1 1 1 6 1

児童数 26 29 24 20 19 19 137 8

学級数 1 1 1 1 1 1 6 2

児童数 33 35 28 33 34 42 205 7

学級数 1 1 1 1 1 2 7 2

児童数 76 57 76 77 75 71 432 9

学級数 3 2 3 3 3 2 16 2

児童数 62 74 66 71 75 84 432 13

学級数 2 3 2 2 3 3 15 3

児童数 24 33 22 21 23 19 142 3

学級数 1 1 1 1 1 1 6 1

児童数 19 12 26 18 17 19 111 0

学級数 1 1 1 1 1 1 6 0

児童数 30 39 32 15 28 32 176 7

学級数 1 2 1 1 1 1 7 2

児童数 391 373 389 363 391 404 2,311 62

学級数 14 15 14 14 15 15 87 15

（人） （学校組合内訳）

学校名 項目 １年 ２年 ３年 合計 （内数：特支学級）

生徒数 138 134 134 406 10 牧之原市 152

学級数 4 4 4 12 2 菊川市 24

生徒数 195 180 187 562 11

学級数 6 5 6 17 2 牧之原市 46

生徒数 22 15 20 57 2 菊川市 11

学級数 1 1 1 3 1

生徒数 119 141 114 374 7 牧之原市 107

学級数 3 3 3 9 2 御前崎市 267

生徒数 474 470 455 1,399 30

学級数 14 13 14 41 7

■　文部科学省が示す学校の適正規模
過小規模

１～５

１～２

資料１

中学校学級数

義務教育学校学級数

小規模 大規模 過大規模
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３～１１

適正規模
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12～18 19～30 31以上
小学校学級数

合計

3

榛原中学校

牧之原中学校
（学校組合）

4 御前崎中学校
（学校組合・管理外）

2

牧之原小
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御前崎中
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1
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3
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6

勝間田小学校
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牧之原小学校
（学校組合）

相良中学校

細江小学校

合計

7
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■　令和元年５月基準　中学校在籍生徒数と学級数

相良小学校

菅山小学校

萩間小学校

地頭方小学校

川崎小学校
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■ 牧之原市の年齢別人口（市住民基本台帳 2019.4.1 現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 牧之原市の人口予測 

（国立社会保障人口問題研究所 2018.3.30 発表 地域別将来推計人口より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 ２ 

(人) 

(人) 

裏面有 
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■市内小中学校児童生徒数推計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実数 社人研の比 86.18% 85.73% 86.74% 85.58% 85.64%

年度
Ｓ55

（1980）

Ｓ60

（1985）

Ｈ１

（1989）

Ｈ5

（1993）

Ｈ12

（2000）

Ｈ17

（2005）

Ｈ22

（2010）

Ｈ27

（2015）

Ｒ1

（2019）

Ｒ2

（2020）

Ｒ3

（2021）

Ｒ4

（2022）

Ｒ5

（2023）

Ｒ6

（2024）

Ｒ7

（2025）

Ｒ12

（2030）

Ｒ17

（2035）

Ｒ22

（2040）

Ｒ27

（2045）

Ｒ32

（2050）

市立小学校計 4,555 4,549 4,277 4,412 3,453 3,050 2,637 2,381 2,311 2,251 2,189 2,158 2,064 1,969 1,848 1,593 1,366 1,184 1,014 870

市立中学校計 1,678 2,081 2,006 1,903 1,848 1,429 1,326 1,086 1,025 1,023 1,026 980 980 960 987 850 729 632 541 464

小中学校全体 6,233 6,630 6,283 6,315 5,301 4,479 3,963 3,467 3,336 3,274 3,215 3,138 3,044 2,929 2,835 2,443 2,095 1,816 1,555 1,334

※社人研とは、国立社会保障人口問題研究所の略称。 2019からの比 73.2% 62.8% 54.4% 46.6% 40.0%

※2015年までは、片浜小学校の児童数を相良小学校に組み込んだ数字となっている。

※2019年までは実数、2025年までは住民基本台帳上の人数に2019年の児童生徒数と住基上の誤差を掛けて算出。それ以降は国立社会保障人口問題研究所が平成30年3月
に発表した将来推計人口(市町村別、年齢階層別)の５～１４歳人口の2025年に対する変化率で算出。

R2－R7は住民基本台帳登録者数をベース

(人) 
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■　中学校部活動一覧 （人）

1年 ２年 ３年 計 1年 ２年 ３年 計 1年 ２年 ３年 計

1 陸上競技 12 17 10 39 0 10 21 17 48 87

2 野球 1 5 6 12 0 3 4 7 8 0 12 20 39

3 ソフトボール 2 6 3 11 0 12 4 8 24 35

4 男子サッカー 15 15 20 50 0 21 20 25 66 116

5 女子サッカー 0 0 7 8 5 20 20

6 バレーボール 3 7 8 18 4 3 0 7 8 13 5 26 51

7 男子バスケット 5 5 4 14 0 11 6 0 17 31

8 女子バスケット 6 5 6 17 0 3 3 3 9 26

9 男子テニス 7 15 6 28 0 8 9 12 29 57

10 女子テニス 15 8 9 32 0 11 9 13 33 65

11 男子卓球 0 17 18 11 46 88

12 女子卓球 0 19 16 10 45 45

13 柔道 0 0 0 7 6 13 13

14 剣道 6 4 8 18 6 0 4 10 5 6 8 19 47

15 アーチェリー 0 0 5 8 11 24 24

16 吹奏楽 18 11 16 45 5 7 6 18 28 18 18 64 127

17 美術 14 13 5 32 0 17 7 17 41 73

18 理科 0 0 4 6 6 16 16

19 パソコン 21 16 7 44 0 0 44

20 総合文化 0 7 2 6 15 0 15

計 137 133 132 402 22 15 20 57 194 179 187 560 1,019

（Ｈ31.４月時点）

資料３

合計部活動名
相良中学校 牧之原中学校 榛原中学校

12 6 24 42
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■令和元年度　牧之原市歳出当初予算額 (円)

教育費

■小学校費・中学校費・給食費の決算推移 (円）

項目 概要 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

1 小学校費
各小学校の管理、健
診、工事等

3.1億 4.9億 5.7億 2.0億 2.1億 2.4億 2.0億 3.5億 1.7億 1.7億 2.3億 1.9億 3.4億 

2 中学校費
各中学校の管理、健
診、工事等

1.0億 1.8億 0.8億 2.4億 2.0億 0.7億 0.6億 0.8億 0.6億 0.2億 0.2億 0.2億 0.7億 

3 給食費
給食センターにかか
る費用

3.4億 3.3億 3.3億 3.1億 3.4億 3.0億 3.0億 2.9億 3.1億 2.9億 2.9億 2.8億 3.7億 

7.5億 10.0億 9.8億 7.5億 7.5億 6.1億 5.6億 7.2億 5.4億 4.8億 5.4億 4.9億 7.8億 

■建物・備品修繕に係る費用（内数） （円）

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

2.0億 4.7億 4.6億 2.5億 2.2億 1.5億 1.1億 2.6億 0.5億 2.1億 2.6億 2.0億 2.5億 

■校舎修繕等に係る費用の推計（30年間） (千円)

学校名 30年間修繕費

1 相良小学校 3,510,120 7

2 菅山小学校 1,486,450 8

3 萩間小学校 1,126,110 9

4 地頭方小学校 1,376,140 10

5 川崎小学校 2,760,070 11

6 細江小学校 1,994,740 12 ※県単価参考

資料４

合計

合計

小中学校全体

14.5億 203.3億 全体予算額

合計 24,174,550

牧之原小学校

牧之原中学校

30年間修繕費

1,317,520

1,216,040

3,444,550

3,262,730

1,551,930

1,128,150

学校名

勝間田小学校

坂部小学校

相良中学校

榛原中学校

【参考】

年数 工事

20年 中規模改修

40年 大規模改修

60年 建替え

前年 設計

毎年 通常修繕

30万円/㎡ 18.5万円/㎡

各工事の設計 10% 10%

メンテナンス等 1000円/㎡

校舎金額 体育館金額

外壁・屋上 10万円/㎡ 6万円/㎡

外壁・屋上・設備 15万円/㎡ 8.6万円/㎡

内容

校舎建築



～日本一の学校づくりの第一歩～

ながふじ学府一体校ながふじ学府一体校夢の実現へ

年度 H29 H30 H31 H32 H33 H34

基本構想
基本設計・実施設計

建設
開校
既存校舎解体
グラウンド整備

かわら版第２版
平成 30年６月１日ながふじ学府一体校建設検討会ながふじ学府一体校建設検討会 とはとは

＜ながふじ学府一体校の基本設計に込められた思い＞

（北東より望む）外観イメージ

○

　磐田市では、人と人とのつながりを大切にした学府ー体校をはじめとする 「新時代の新たな学校づくり」を

進めています。

　「ながふじ学府一体校」は、これまでに「新たな学校づくり検討会」で、豊田中学校と豊田北部小学校を一体

校として運営をスタートし、将来的には豊田東小学校を含めた学府一体校をめざすこと、校舎は現在の豊田中

学校の敷地に建設することなどについて方針をまとめました。

　この方針を受け、「ながふじ学府一体校建設検討会」を新たに立ち上げ、施設の配置などについて検討してきま

した。これまでの検討結果をもとにまとめられた「ながふじ学府一体校の基本設計」についてお知らせします。

学級数の変動などに対応する多機能で柔軟な教育空間づくり○
児童生徒を迎え入れる「ながふじホール」、広い階段、オープンスペースなど、学年を超えた交流を
誘発する校舎づくり

防災を考えた安全 ・ 安心な校舎づくり○

○

地域に開かれた（仮称）ながふじ図書館や地域連携室など、地域とのつながりを大切にする校舎づくり

◆検討会の目的◆
平成28年度に策定した基本構想を踏まえ、平成29年度は、ながふじ学府一体校の基

本設計策定に向けて、施設の配置や機能、内容などについての検討を行いました。

◆ワークショップ開催◆
検討会と並行して、ワークショップを開催し、保護者、地域、教職員の各代表者など

47名の方々にご参加いただき、施設の配置や機能などについて数多くのご意見を

いただくことができました。

検討会に参加して、地域と学校のつながりの大切さを改めて感じました。東小も含めて、様々な
交流活動ができる準備が整いつつあり、ながふじ学府一体校建設で、地域の発展と子どもたちの
成長が期待されます。

小中学生の交流によって、子どもたちの豊かな成長が期待できます。図書館や地域連携室を入り
口に、地域ともつながりやすい一体校。双方にとって豊かな学びの場になればうれしいですね。

今後、校舎内、室内などの細部についての実施設計をまとめるとともに、ながふじ学府一体校の教育構想や内容などについ

て検討を進め、平成33年度の開校をめざしていきます。

◆検討会メンバーの声◆

第１回　平成29年９月13日（水）　　午後６時～８時

第２回　平成29年10月25日（水）　　午後６時～８時

第３回　平成29年12月13日（水）　　午後６時～８時

◆検討会のメンバー◆（計17名）

千葉大学大学院工学研究科教授、ながふじ学府の小中学校長、豊田地区支部長、

ながふじ学府３地区代表、ながふじ学府小中学校及び幼稚園の保護者代表、なが

ふじ学府コミュニティ・スクール・ディレクターなど

■第１回検討会　 平成29年８月31日（木） 午後６時～８時

 　　　　　　　　　 ・ 委嘱状交付、プロポーザル企画案内容説明等

■第２回検討会　 平成29年10月18日（水） 午後６時～８時
 　　　　　　　　　 ・ 検討事項　①グラウンド、アリーナ、プールの配置について
                      　 ②（仮称）ながふじ図書館、職員室の配置について

■第３回検討会　 平成29年11月15日（水） 午後６時～８時
  　　　　　　　　　・ 検討事項　①校舎内各教室の配置について
                      　 ②グラウンドの配置について

■第４回検討会　 平成30年２月７日（水） 午後６時～８時
 　　　　　  ・ 検討事項　                                   ①（仮称）ながふじ図書館、ランチルームの配置について
                        ②その他計画案の内容について

ながふじ学府一体校開校までのスケジュール

磐田市教育委員会教育総務課  学府一体校推進室

〒 438-8650 静岡県磐田市国府台３-１ TEL:0538-37-2115 FAX:0538-36-1517

◆これまでの開催経過◆



エレベーター

エレベーター

N

N■凡例 ：普通教室等

：地域開放エリア

：特別教室 ：放課後児童クラブ

：管理諸室

２階同様、オープンスペースを配置するとともに、日当たりのよい南側に普通教室を、

北側に音楽室、図工室、美術室、家庭科室などの特別教室を配置します。

《施設概要》
●構造　鉄筋コンクリート　●階数　４階建て

●校舎　普通教室（通常学級31学級、特別支援学級４学級）・LD等通級指導教室４学級・多目的教室５室

　　　　特別教室（理科室３室、PC教室、図工室、家庭科室、音楽室２室、美術室、技術室）

　　　　管理諸室（校長室２室、職員室、保健室等）・地域連携室・ランチルーム

●屋内運動場（メインアリーナ・サブアリーナ・器具庫・ステージ）

●武道場　●（仮称）ながふじ図書館　●プール(大プール25m×９コース、小プール12m×６m、プール付属棟）

●共同調理場　●放課後児童クラブ　●その他（部室、屋外倉庫、駐輪場等）

0 5 10 20 50(m)

0 10 20 50 100(m)

メインとサブを独立させた、同時利用時の

自由度が高い屋内運動場

防災倉庫を隣接

配置した地域の

防災拠点

給食だけでなく、豊田東小児童との交流、集会、地域住民の

活用なども可能な多目的に活用できるランチルーム

学年を超えた異学年交流を誘発する

広い昇降口と広い階段

地域住民が自由に利用できる

地域に開かれた図書館､地域

連携室

日当たりのよい南側配置の

普通教室

教室に空調設備を

設けた学習空間

小中学生がともに利用できる

広いグラウンド

グラウンドには、トラック、野球、

サッカー、テニスコートなどを配置

予定

通用口主要出入口

公 園 的 利 用 や 臨 時 駐 車 場

と し て も 活 用 で き る 幅 広 な

散策路

交流を促す広々とした

オープンスペース

日当たりのよい屋外プール

避難所開設時においても教育活動が

可能となる施設配置

豊田東小児童との

交流時の拠点となる

多目的教室

管理区画

管理区画

１階

配置計画

２階

３・４階

ながふじ学府一体校基本設計の概要ながふじ学府一体校基本設計の概要

（南西より望む）外観イメージ



　本事業は「浜松市小中一貫教育基本方針」に基づき、
平成２９年４月に開校する中部中学校区小中一貫校の整

備を目的とするものである。

　中部中学校区小中一貫校は、元城小学校と北小学校を

統合し、中部中学校と施設一体型の小中一貫校を整備す
る計画である。

　現在の中部中学校の敷地に加え、作左の森（浜松城公

園一角）を造成拡張するとともに現鹿谷駐車場を学校敷

地に追加することで、不足する学校敷地の確保を図り、
校舎・体育館・プール・グラウンド等学校施設の整備を

　「浜松市小中一貫教育基本方針」の目的に示されるように、『小学校と中学校９年間の学びと育ちをつなぐ教育』

◇安全・安心な施設◇学校教育を念頭に計画した施設

・ カ リ キ ュ ラ ム が 異 な る 小 ・ 中 学 校 が 共 存 す る 施 設

を軸に、中部中学校区小中一貫校の教育方針を充実できるよう、下記の整備方針を柱とした計画を進めていく。

　 で あ る た め 、 教 室 配 置 や 校 内 動 線 に 配 慮 し た 計 画

　 と す る 。

・児 童 ・ 生 徒 の 安 全 を 第 一 に 考 え た 防 犯 対 策 、 シ

　ッ ク ハ ウ ス 対 策 等 、 施 設 面 で 考 え ら れ る 最 大 限

　配 慮 さ れ た 計 画 と す る 。

　し や す い 施 設 を 計 画 す る 。

・浜 松 市 公 共 建 築 物 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 指 針 に
　沿 っ た 計 画 と し 、 す べ て の 利 用 者 に と っ て 利 用

◇機能性・柔軟性のある施設◇周辺地域環境と調和を目指した施設

・ 歴 史 あ る 地 域 性 、 現 存 す る 緑 、 敷 地 の 形 状 な ど 、

　 敷 地 の 特 性 を 活 か し 、 地 域 環 境 と 調 和 し た 施 設 整
　 備 を 目 指 す 。

・教 育 環 境 の 変 化 な ど 将 来 の 改 修 に 対 応 し や す い

　構 造 、 配 置 、 ゾ ー ニ ン グ 計 画 と す る 。

進めていくものである。

・ 高 度 化 ・ 多 様 化 す る 学 習 形 態 へ 対 応 で き る 教 室 配
　 置 に 配 慮 し て 計 画 す る 。

　浜松市立中部中学校区小中一貫校整備工事　

事 業 概 要

平成２７年９月版

　浜松市立中部中学校区小中一貫校整備工事　

事 業 概 要
【クールピット（クールチューブ）】

【屋上プール】

【屋上デッキ】

【太陽光発電設備】

【中庭（デッキ）】

・学校にて利用する電力の一部を、
　自然エネルギーを利用した環境対応

　『小中９ケ年の交流（育み）』スペースとなるように
・校舎間に広がる中庭（デッキ）を整備、

●　事業概要

●　設計基本方針

●　ゾーニング計画、環境・防犯対策等

　特に低学年の遊び場として教室付近に設け、活動の
　幅を広げることを目的とする。

　断熱性能の向上を図る。

・敷地の有効利用を図るとともに、
　プールの水を介して校舎に対する

・『外部 → 地中 → ピット』を経由して冷たい空気
　を取り込み、体育館(小)の温度上昇を抑制する。

●　工事工程表

・２校舎の間に位置する体育館（小）の屋上に整備、

【東断面図】

【東立面図】

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３３２１12

平成２９年度平成２８年度平成２７年度

（解体）

学　校　運　営

建
　
築
　
工
　
事

　解体工事（Ⅰ期・Ⅱ期）

　ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備・外構Ⅱ期

　鹿谷ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備

　体育館棟整備

　校舎棟整備・外構Ⅰ期

　仮設校舎整備

中 部 中 学 校 中 部 小 中 一 貫 校

土
　
木
　
工
　
事 　作左の森・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備

　鹿谷擁壁・調整池整備

　擁壁工事（その１・２）

小
中
一
貫
校
開
校

平成
２６年度

普通教室 廊下

職　員　室 廊下

体育器具庫

図書室

普通教室

普通教室 廊下

廊下

廊下 ＷＣ 生活科室

木工室廊下音楽準備室

印刷室

教材・ＷＣ 教材・ＷＣ

教材・ＷＣ

管理部門・発達支援

プール

体育館（小）

【防犯対策】

【雨水調整ピット・中水ピット＜体育館棟＞】

【透水性舗装】

特別教室ゾーン

高学年ゾーン

多目的ホール

中学年ゾーン

低学年ゾーン

・透水性舗装材を利用し、雨水流出を抑制する。
　（ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 等）

　を配置し、安全管理が行き届くように配慮。
・正門及びグラウンドを見渡せる位置に職員室

・体育館棟地下に雨水調整ピットを整備、雨水流出を抑制する。
・同様に中水ピットを整備、便所等に利用し環境負荷の低減を図る。

＜内観イメージ（多目的ホール）＞



○　工 事 名　　　浜松市立中部中学校区小中一貫校整備工事

○　建設場所　　　浜松市中区松城町　地内

○　敷地面積　　　34,755.49㎡

○　構造・規模

　　　〔校舎棟〕　鉄筋コンクリート造　５階建て （建築基準法上は地下１階・地上４階）

　　　　　　　　　建築面積：4,333.96㎡　　延べ面積：9,743.99㎡

　　　〔体育館棟〕鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）　２階建て

　　　　　　　　　建築面積：1,481.60㎡　　延べ面積：1,865.81㎡

○　工事期間　　　平成２７年１月　～　平成３０年３月（予定）

○　施設概要

　　　〔校舎棟〕　普通教室（3CR×9学年）、発達支援教室（5CR）、多目的室（計7室）

　　　　　　　　　理科室（2室）、音楽室（2室）、図書室、パソコン室（2室）、図工室　等の特別教室

　　　　　　　　　職員室、校長室、応接室、会議室、保健室　等の管理諸室

　　　　　　　　　給食室、昇降口、玄関　他

　　　〔体育館棟〕アリーナ、ステージ、格技場、器具庫　等

　　  （事業全体）

○体育館棟

○外部デッキ

○グラウンド(小)

○鹿谷グラウンド整備

○外構整備

○グラウンド整備

○校舎棟・体育館(小)・プール（屋上）

○鹿谷擁壁整備

○作左の森拡張整備

○擁壁工事（その１・２）

・主に中学生利用を目的とするアリーナと
　格技場（剣道）を整備。

・便所には非常用便槽を設置、防災倉庫も
　整備し、非常時利用にも備える。

・９学年の交流スペースとしてのみでなく、
　北棟１階の音楽室との一体利用や体育館
　(小)の休憩スペース利用が可能。

・主に小学生低・中学年利用を目的とする。

●　建築計画（計画概要、配置計画、各階平面図）

・中学生利用のテニスコート（３面）と、小学生用の放課
　後児童会を整備。放課後利用の施設を集約することで、
　管理性の向上を図る。

・駐車場を整備し、放課後児童会の迎車、体育館などの夜
　間利用者の駐車スペースを確保。

〔放課後児童会〕軽量鉄骨ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ造２階建て
　　　　　　　　延べ面積242.9㎡
〔鹿谷部室棟〕　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建て・延べ面積30.6㎡

・東側がけ地の擁壁を整備。

・本工事中は、中部中学校の仮グラウンドとして利用

・便所には非常用便槽を設置、防災倉庫も
　整備し、非常時利用にも備える。

・浜松城公園の一角である作左の森の一部を、
　学校グラウンドに拡張整備。

・中部中学校時とほぼ同じ位置に正門を設置。

・正門から昇降口へつながるプロムナードは、植栽による
　環境整備はもちろんのこと、太陽光発電鋲を路面に埋込
　み、夜間の通行に際しても安全性を確保。

・200ｍトラック、100ｍ直線を確保。サッカー、野球利用
　も可能な規模。グラウンド周囲は防球ネットを整備し、
　外部への飛球がないよう安全性を確保。

・グラウンド周囲には遊具を整備。

　々の器具庫と屋外便所を整備。
・グラウンドに面して体育器具庫棟を建設、小・中学校各

　別棟で屋外部活用の部室棟も整備。

〔部室棟〕　　　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建て・延べ面積 32.4㎡
〔体育器具庫棟〕鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建て・延べ面積140.0㎡

・校舎は北・南２棟での構成とし、２棟間に体育館(小)を
　配置することで、敷地内の段差（約8.0ｍ）を活かした
　校舎配置計画とする。

　徒間の交流に、テラスは主に低学年のプレイランドに利
　用し、９学年のつながりを生み出すことを目指す。

・段差を活かした２棟構成とすることで、正門側となる敷
　地南側からは２階建てのすっきりとした校舎に見え、浜
　松城公園のあふれる緑に溶け込んだ、周辺環境と調和の
　とれた景観を生み出す。

　３つを整備。

・西側がけ地の擁壁を整備。

・体育館（小）屋上には「多目的ホール（屋内）」及び
　「テラス（屋外）」を整備。多目的ホールは児童・生

・プールは校舎南棟屋上に高学年用・低学年用・児童用の

　門扉を歩行者用・車両用の２ヶ所と、歩車分離の整備に
　より、児童・生徒の安全を確保する。

▼隣地境界線

▼
隣

地
境
界

線

▲
隣

地
境

界
線

▼
隣

地
境
界

線

▼道路境界線

校舎棟（北棟）

体育館(小)

校舎棟（南棟）

体育館棟

部室棟

体育器具庫棟

放課後児童会

テニスコート

正門

通用門

北門

鹿谷門

東門

調整池

浜松城公園

交番

駐車場

文芸館

グラウンド
（小）

外部デッキ

来客者用
駐車場

グラウンド
（大）

Ｎ

下処理室

洗浄室

ごみ庫

倉庫1
木工室

木工
加工室 加工室

金工
金工室

外部倉庫

音楽室2音楽室1

音楽準備室

アリーナ

女子
ＷＣ2ＷＣ2

男子 ホール
ステージアリーナ

アリーナ上部

図工室

図工・美術

美術室

作品

調理室 被服室 生活科室

図書室
理科

理科室2
理科

理科室1

格技場

部室

アリーナ上部

保健室

会議室

昇降口

多目的室
1

低学年の遊び場

配膳室

屋上 屋上 屋上

屋上
屋上

配膳室

低学年用プール高学年用プール

機械室

普通教室普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

ＷＣ ＷＣ ＷＣ教材 教材 教材

メモリアル
コーナー

相談

普通教室

普通教室

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

ＷＣ 教材 教材 ＷＣ ＷＣ 教材倉庫

E V

E V

相談

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

ＷＣ 教材 ＷＣ 教材 ＷＣ教材 相談
４ ５

器具

ＷＣ
ＷＣ

更衣室

倉庫

給湯

相談

印刷
職員ＷＣ
多目的ＷＣ

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

多目的ホール

ＷＣ ＷＣ

パソコン室2

パソコン室1準備室

保管室

小会議

ＷＣ

外ＷＣ

外器具庫

器具庫

器具庫

更衣室

配膳室

ＥＶ

給食調理室

事務室荷受室

荷受室

ＷＣ

更衣室
器具庫

木工・金工準備室
職員更衣室

1
準備

ＥＶ

準備 準備 準備
調理 被服

倉庫

防災
倉庫

バルコニー バルコニー

バルコニー

バルコニーバルコニー

バルコニーバルコニー

職員室

調整

放送

発達発達
支援 支援

〃 〃 〃

教材 ＷＣ

多目的３多目的２

多目的多目的

多目的７多目的６

生徒

＜７年生＞ ＜９年生＞ ＜８年生＞

＜５年生＞＜６年生＞＜４年生＞

＜３年生＞ ＜１年生＞ ＜２年生＞

応接校長

児童用
プール

バルコニー

１階平面図

４階平面図

３階平面図

２階平面図

校　舎　棟 体 育 館 棟

配置計画図

５階（屋上）平面図

・・・　普通教室・発達支援教室

・・・　特別教室

・・・　多目的室

・・・　管理部門

・・・　給食部門

・・・　その他諸室

・・・　共用部

・・・　運動施設

高学年用プール：Ｌ＝２５ｍ ／ Ｄ＝１．１～１．３ｍ

低学年用プール：Ｌ＝２５ｍ ／ Ｄ＝０．９～１．１ｍ

児童用プール　：Ｄ＝０．６ｍ
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教育委員会・学校再編計画策定委員会合同教育先進地視察研修について 

（教育文化部教育総務課） 

 

１ 趣 旨  教育内容や施設的な先進地を視察し、学校再編計画の検討に生かす。 
 

２ 実 施 日  令和元年１月 22 日（水）～１月 23 日（木）  １泊２日 
 

３ 集合時間  榛原庁舎 7 時 00 分、相良庁舎７時 15 分、 

牧之原中学校 7 時 30 分集合 

 

■学校再編計画視察先一覧【日程：1/22（水）-1/23（木）】 

学校名 
茨城県つくば市 

秀峰筑波義務教育学校 

茨城県河内町立 

かわち学園 

千葉県流山市 

おおたかの森学園 

施設形態 施設一体型 施設一体型 施設併設型・複合 

開校年 平成 30 年 平成 30 年 平成 27 年 

児童 

生徒数 
1,127 人 487 人 1,708 人 

区切り 4・3・2 制 4・3・2 制 6・3 制 

教育活動

の特徴 

・つくばスタイルの 

カリキュラム 

・一部担任制導入 

・ICT 教育の推進 

・クラスター制 

・一部担任制 

・運動会、体育祭、 

学習発表会、文化祭

を合同で実施 

・合同挨拶運動、清掃、

避難訓練、引渡し訓

練を合同実施。 

・研究テーマの統一 

施設の 

特徴 

・平成 24 年度に設置 

された春日学園をベ

ースに改善した施設 

・主体的対話的で深い

学び、ユニバーサル

デザイン、自然エネ

ルギーに配慮 

・まちのほぼ中心、ま

ちのシンボル 

・公園と一体となった

施設配置 

・屋上緑化、太陽光発

電、LED、貯水槽節

水型プール 

・交流センター、こど

も図書館、学童、防

災倉庫が併設されて

いる。 

その他 

・児童生徒数が増加し

ている。 

・３小学校と２中学校

を統合 

・新市街地地区の地域

の拠点の役割 

 

裏面有 

資料６ 
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＜行 程 案＞ 

 

月 日 行                      程 

１月 22 日 

(水) 

榛原庁舎 ＝ 相良庁舎  ＝ 牧之原中学校  ＝ 貸切バス移動 ＝ 

7:00 発     7:15 発        ７:30 頃  （高速道路・休憩あり） 

つくば市内昼食 ＝ 秀峰筑波義務教育学校 ＝ ホテル（つくば市内） 

 12:30～13:15       13:30～16:30         17：00 着 

１月 23 日 

(木) 

ホテル ＝ 河内町立かわち学園 ＝ 貸切バス移動 ＝流山市内昼食 

8:00 発     9:00～11:00             12:00～12:45 

＝ 流山市立おおたかの森学園  ＝  貸切バス移動  ＝   

13:00～15:00     （高速道路・休憩あり）     

牧之原インター ＝相良庁舎 ＝  榛原庁舎 

19:30 頃     19:45 着    20:00 着 



市内小中学校における児童生徒数の推移予測 社人研比

1．小中学校別将来児童生徒数の推計 実数 86.18% 85.73% 86.74% 85.58% 85.64% 85.98% 85.45%

年度
Ｓ55

（1980）
Ｓ60

（1985）
Ｈ１

（1989）
Ｈ5

（1993）
Ｈ12

（2000）
Ｈ17

（2005）
Ｈ22

（2010）
Ｈ27

（2015）
Ｒ1

（2019）
Ｒ2

（2020）
Ｒ3

（2021）
Ｒ4

（2022）
Ｒ5

（2023）
Ｒ6

（2024）
Ｒ7

（2025）
Ｒ12

（2030）
Ｒ17

（2035）
Ｒ22

（2040）
Ｒ27

（2045）
Ｒ32

（2050）
Ｒ37

（2055）
Ｒ42

（2060）

相良小学校 1,228 1244 1122 1182 949 789 638 594 524 497 477 456 429 394 347 299 256 222 190 163 140 120

菅山小学校 181 202 207 232 158 144 151 144 152 157 139 135 124 122 102 88 75 65 56 48 41 35

萩間小学校 305 300 302 292 226 170 166 113 137 146 152 158 150 140 131 113 97 84 72 62 53 45

地頭方小学校 461 432 451 460 337 312 254 227 205 194 193 189 185 175 170 147 126 109 93 80 69 59

川崎小学校 953 959 808 817 665 616 503 430 432 416 405 394 372 374 357 308 264 229 196 168 144 123

細江小学校 606 536 542 561 548 541 494 486 432 420 409 397 395 384 385 332 285 247 211 181 156 133

勝間田小学校 266 290 284 292 193 166 150 131 142 141 135 137 134 111 101 87 75 65 56 48 41 35

坂部小学校 219 264 248 240 150 125 112 100 111 111 114 118 112 122 121 104 89 77 66 57 49 42

市立小学校計 4,219 4,227 3,964 4,076 3,226 2,863 2,468 2,225 2,135 2,082 2,024 1,984 1,901 1,822 1,714 1,478 1,267 1,098 940 807 693 592

相良中学校 698 885 866 811 764 625 557 437 406 404 403 388 390 374 393 339 290 252 216 185 159 136

榛原中学校 836 1022 982 931 924 705 684 570 562 553 547 524 522 509 503 433 372 322 276 236 203 174

市立中学校計 1,534 1,907 1,848 1,742 1,688 1,330 1,241 1,007 968 957 950 912 912 883 896 772 662 574 491 421 362 309

牧之原小学校 336 322 313 336 227 187 169 156 176 169 165 174 163 147 134 115 99 86 74 63 54 46

牧之原中学校 144 174 158 161 160 99 85 79 57 66 76 68 68 77 91 78 67 58 50 43 37 32

組合小中学校計 480 496 471 497 387 286 254 235 233 235 241 242 231 224 225 193 166 144 124 106 91 78

小中学校全体 6,233 6,630 6,283 6,315 5,301 4,479 3,963 3,467 3,336 3,274 3,215 3,138 3,044 2,929 2,835 2,443 2,095 1,816 1,555 1,334 1,146 979

※社人研とは、国立社会保障人口問題研究所の略称。 2019からの比 73.2% 62.8% 54.4% 46.6% 40.0% 34.3% 29.4%

※2015年までは、片浜小学校の児童数を相良小学校に組み込んだ数字となっている。

追加資料

※2019年までは実数、2025年までは住民基本台帳上の人数に2019年の児童生徒数と住基上の誤差を掛けて算出。それ以降は社人研が平成30年3月に発表した将来推計人口
(市町村別、年齢階層別)の５～１４歳人口の2025年に対する変化率で算出。

Ｒ２-Ｒ７は住民基本台帳登録者数がベース



■ 令和元年度牧之原市一般会計歳出予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■教育費 

 

歳出合計 

203 億３千万円 

14 億 5 千万円 

教育費合計 

14 億５千万円 

２億３千万円 

７千万円 



 

■ 学校施設の建築年数      

  一番古い校舎は、昭和 37 年に建築されており、24 棟ある校舎のうち 17 棟

が、昭和 50 年以前に建てられたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※増築等がある場合については、その校舎の最初の建築年を記載している。 

【施設台帳データより】 



令和元年 12 月４日 第２回学校再編計画策定委員会資料 
■ 教職員以外で市が配置しているスタッフ 

 職名 人数 勤務地 勤務時間 勤務内容 

１ ＡＬＴ ～９月 ５人 

10 月～ ６人 

・小中学校 12校 

・幼稚園 

（年間）勤務時数 

・幼稚園６回 

・小学校低学年５時間、中学年 25

時間、高学年 53 時間 

・中学校１年生 70 時間、２、３年

生 35時間 

・英語を話すことができる外国人が外

国語活動、英語の授業をサポート 

２ 学校事務 12 人 ・小中学校 12校 ・７時間 45 分／週５日 

 

・市費に関わる事務処理 

３ 業務補助員 ５人 ・相小・川小・細小・相中・榛

中 

・４時間 30 分／週５日 ・事務補助 

４ 学習支援サポーター 21 人 ・小中学校 12校 

（中２人、適正規模小３人、小

規模小１人） 

・５時間／週５日／41週 ・普通クラスの授業のサポート 

５ 放課後学習支援員 12 人 ・小中学校 12校 ・小：１時間／週５日／36 週 

・中：週２時間／35 週 

・放課後学習のサポート 

６ バイリンガル相談員 ５人 ・相小・菅小・地小・川小・細

小・相中・榛中 

・４時間／週４日×２人 

・３時間／週５日×３人 

・日本語の支援が必要な児童生徒のサ

ポート 

７ 理科支援員 ５人 ・小学校９校 ・６時間／週３日 

（適正規模２日、小規模１日） 

・理科実験の準備、片付けを始めとし

た授業のサポート 

８ 学校図書館司書 ５人 ・小中学校 12校 ・４時間／週５日 

 

・図書室の整備（数校持ち回り） 

９ 言語指導員 ３人 ・相小・川小 ・週 18 時間、週 12時間、 

週８時間 

・ことばの教室で就学前の子どもの言

葉を指導 

10 スクールソーシャルワ

ーカー 

２人 ・小中学校 12校 ・５時間／年 60 日 ・長期欠席、不登校、問題行動等に対

して福祉的視点で支援 

11 適応指導教室フルール

職員 

５人 ・フルール ・７時間 45 分／週３日×２人 
・７時間 45 分／週２日×３人 

・不登校等の相談業務及び学校復帰支

援 

12 心の教室相談員 ３人 ・中学校３校 ・４時間／週５日、５時間/週４日、

５時間／週２日 
・生徒の悩み等の相談を受ける 

13 給食配送員 ３人 ・川小・細小・榛中 ・2.5 時間／年 185 日 ・榛原地区の適正規模校の給食配膳等

をサポート  


